
 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 11 月 22 日(日)9：30 から 17：00 まで、農学研究科 大会議室よりオンライン形式で International Virtual 

Symposium on “New Insights on Animal Science”を開催しました（主催：食と農免疫国際研究センター（CFAI）、

共催：東北大学大学院農学研究科、同附属複合生態フィールド教育研究センター、後援：日本学術振興会研究拠

点形成事業）。本シンポジウムは当初 4 か国から研究者を招き、2 日間にわたり開催する予定でしたが、新型コロ

ナウイルスの感染拡大の影響で海外の研究者を招待することができず、また感染防止対策を徹底するため、オン

ラインでの開催となりました。しかし、105 名のエントリーがあり、盛会のうちに終えることができました。午

前中に開催された Plenary Session では、中国揚州大学、韓国ソウル大学および本学の研究者 3 名が講演しまし

た。午後には揚州大学および本学の研究者でセッションを行い、助教およびポスドクを中心とした若手研究者 6

名および大学院生 8 名が講演しました。各講演の後には参加者の間で活発な質疑応答が行われました。閉会セレ

モニーでは、事務局より全ての講演者に対して Certificate of Appreciation が、また若手研究者および大学院生に

対して Presentation Award が授与されました。最後に、事務局スタッフおよびオンライン参加者が一緒に記念撮

影をしました。今回は新型コロナウイルスの影響で対面での開催はできませんでしたが、動物科学に関する幅広

い交流ができました。本研究拠点形成事業を通じて、東北大学と各大学および研究機関との連携をさらに強めて

いきたいと思います。最後に、このような有意義な研究交流の場をサポート頂いた、JSPS 研究拠点形成事業に

心より感謝申し上げます。（小倉振一郎、東北大学大学院農学研究科） 
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